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はじめに

山口県防府市国府跡出土の平安時代人骨

　本報告書は、山口県防府市国衙 5 丁目に所在

する国府跡から発掘された人骨のうち 1992（平

成 4）年と 1993（平成 5）年に実施された第 78

次発掘調査で出土した 4 体の人骨についての報

告書である。国府遺跡からは 1981（昭和 56）

年におこなわれた第 26 次発掘調査でも 4 体の人

骨が出土している。

　第 26 次発掘調査で出土した 4 体のうち男性骨

は 1 体、女性骨は 3 体であるが、遺存状態はか

なり悪く、計測ができたのは女性骨 1 例のみであった。この女性の四肢骨は細く、大腿骨の骨体中

央断面示数は 95.47 で、横径が矢状径よりも大きく、断面形は横広ろの楕円形を呈しているが、骨

体上断面示数は 79.15 で、骨体上部は扁平であった。男性大腿骨は観察したところやや大きい傾向

が窺えた（松下・他、1984）。

　平安時代人骨の出土例は全国的に少なく、山口県では防府市の玉祖遺跡（松下・他、1983a）と

国府跡（松下・他、1984）、萩市見島ジーコンボ古墳群（松下・他、1983b、2012d、2013a、松

下、1985a、松下真実・他、2014）から出土している。そのほかに、周東町 上
かみきゅうそう

久 宗 遺跡（松下、

1995b）からも出土しているが、これは火葬骨である。ちなみに長門市上
かみふんじゅう

藤 中横穴からは奈良時代

の火葬骨が検出されている（松下、1999）。

　九州では、熊本市の二本木遺跡から古代に属する人骨が多数出土している。具体例を挙げれば、

熊本市が調査をおこなった二本木遺跡群第 18 次調査区（松下、2005）、28 次調査区（松下・他、

2008）、31 次調査区（松下・他、2012a）、32 次調査区Ｌ地点（松下・他、2009）、35 次調査区、

40 次調査区Ｆ地点（松下・他、2010a）、41 次調査区（松下・他、2010b）、49 次調査区（松下・

他、2012b）、50 次調査区（松下・他、2011）、97 次調査区、104 次調査区、105 次調査区のほか

に、熊本県教育委員会が発掘調査をおこなった二本木遺跡群（市電敷地）（松下真実・他、2012a、

2012b）、二本木遺跡群（さつま荘跡）（松下・他、2012c）、二本木遺跡群（春日地区第 6 次調査）（松

下真実・他、2012c）からも平安時代人骨が出土している。そのほかの出土例としては、新屋敷遺跡（松

下・他、2013b、松下真実・他、2016）、古町遺跡群 5 次調査区（松下、2007b）、上代遺跡群第 5

次調査区、大江遺跡群第 63 次調査区（松下・他、2016）、同第 97 次調査区（松下、2007a）、大江（学

苑住宅）遺跡（松下、2006）、江津湖遺跡群（松下・他、2022）、桑鶴遺跡（06‐Ⅰ b 区）（松下・他、

調査区全景 1993 年
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2015）からも平安時代人骨が検出されているが、大江（学苑住宅）遺跡、大江遺跡群第 63 次調査区、

江津湖遺跡群、桑鶴遺跡（06 ‐ Ⅰ b 区）から出土した人骨は火葬骨である。

　今回、周防国府跡から出土した 4 体の平安時代の人骨は、写真や実測図からは保存状態が良好で

あるような印象を受けるが、骨質は脆弱化しており、実測図よりもかなり保存状態は悪い。現場でで

きる限りの観察をおこない、現状を維持した状態で取り上げることができた骨についてはクリーニン

グや保存処理をして、人骨の観察などをおこなったので、その結果を報告しておきたい。

資料および所見
　人骨は 3 基の土坑墓（ST5271、ST5272、ST5273）と 1 基の木棺墓（ST5270）から出土した。

出土した人骨は表 1 に示すとおり、4 体とも成人骨で、男性骨が 2 体、女性骨が 1 体で、残りの 1

体（ST5273）は性別を明確にすることができなかった（男性の可能性のある成人骨）。各人骨の性別、

年齢や墓坑の形態、所属年代は表 2 のとおりである。なお、年齢区分を表 3 に示した。

　この 4 体の人骨は副葬品の考古学的所見より、平安時代に属する人骨であるが、ST5270（男）は

11 世紀前半に、ST5271（女）は 12 世紀後半に、ST5272（男）は 11 世紀頃に、ST5273（性別不明）

は 12 世紀代に属する人骨と推測されている（防府市教育委員会、2013）。

表１　人骨体数（Table 1. Number of materials）

　　　成　　人　　　　幼小児　　合　計

　男性　女性　不明

　 ２　　１　　１　　　 ０　　　　４

表３　年齢区分　（Table 3 .Division of age）

　　　　　年齢区分　　 　　年　　　　　齢

　未成人　　乳児　　　 1 歳未満

　　　　　　幼児　　　 1 歳～ 5 歳　（第一大臼歯萌出直前まで）

　　　　　　小児　　　 6 歳～ 15 歳　（第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）

　　　　　　成年　　　16 歳～ 20 歳　（蝶後頭軟骨結合癒合まで）

　成人　　　壮年　　　21 歳～ 39 歳　（40 歳未満）

　　　　　　熟年　　　40 歳～ 59 歳　（60 歳未満）

　　　　　　老年　　　60 歳以上

　注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第 14 次発掘調査報告書（松下、1996）を参照されたい。

所　見
Ａ　埋葬姿勢

ＳＴ５２７０（旧ＳＴ－５）人骨（男性・熟年）

　埋葬遺構は木棺墓である。埋葬姿勢は仰臥で、頭位は南である。4 体のうち、頭位が南なのは本例
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のみである。墓坑上面には礫が置かれていた。右側の肘関節は伸展状態であるが、左側は強屈してお

り、右側上肢を左側の上腕と前腕で挟んでいた。右側膝関節はやや強く曲げ、左側膝関節は緩く曲げ

て、左側へ倒していた。木棺の長さは 1.7m、幅は 0.5m である。腰付近には刀子が、足下には灰釉

陶器壷と乾元大宝 20 枚を含む銅銭 24 枚が副葬されていた。時期は 11 世紀前半に比定されている。

ST5270( 旧 ST-5) 検出状況ST5270(旧ST-5)実測図（周防国府跡発掘調査報告3より転載）

ST5271( 旧 ST-1) 検出状況ST5271(旧ST-1)実測図（周防国府跡発掘調査報告3より転載）

ＳＴ５２７１（旧ＳＴ－１）人骨（女性・熟年）

　埋葬遺構は土坑墓。墓坑の長さは 2.0m、幅は 1.3m で、墓坑はかなり大きい。埋葬姿勢は仰臥で、

頭位は北である。左右の肘関節はほぼ伸展状態である。左右とも下腿の骨を欠失しているので、膝関

節の様態は不明であるが、大腿骨の位置と様態から両側の膝関節は伸展状態であったと推測される。

下腿の骨を除くほぼ全身の骨を検出することができたが、骨質は脆弱で、ほとんどの骨では原形を保っ

た状態で取り上げることはできなかった。頭部の西側に土師器坏 1 点、皿 3 点、白磁皿 1 点が副葬

されていた。所属時期は 12 世紀後半に比定されている。

ＳＴ５２７２（旧ＳＴ－３）人骨（男性・熟年）

　埋葬遺構は土坑墓。墓坑の長さは 2.0m、幅は 1.0m で、墓坑の平面形は不整形である。埋葬姿勢

は仰臥で、頭位は北である。肘関節は左右ともほぼ伸展状態で、膝関節は左右とも緩く曲げてはいる

が、ほぼ伸展状態である。左側腓骨の近位部が若干ずれており、下腿部に多少空間があったことが予

想され、腐敗の過程で動いたものと思われる。頭蓋の北側と足下には石列が認められた。頭部には刀

子と鋏が副葬されており、また土師器 633 点を含む 682 点の遺物が出土している。時期は 11 世紀

頃に比定されている。
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ＳＴ５２７３（旧ＳＴ－２）人骨（性別・年齢不明）

　埋葬遺構は土坑墓。墓坑の長さは 1.8m、幅は 0.8 ～ 0.9m で、埋葬姿勢は仰臥で、頭位はほぼ北

である。前腕の骨が左右とも遺存していなかったので、肘関節の様態は両側とも不明である。右側の

膝関節は屈曲状態である。左側脛骨は左側大腿骨の遠位端と大きく離れて、右側脛骨の上に乗った状

態で検出された。すなわち左側膝関節は大腿骨と脛骨とが関節しておらず、脛骨近位部は膝関節の位

置から大きく外れている。膝関節部に多少空間があったとしても、これだけ大きく脛骨上端が大腿骨

遠位端から外れるのは考えられない。おそらく埋葬後、埋土が硬くならない期間中に左側膝関節部分

と下腿の骨（脛骨と腓骨）が撹乱されたと思われる。すなわち、撹乱を受けるまでは膝関節は両側と

も屈曲した状態で、左側へ倒された状態で埋葬されていた。副葬品としては、右側肘付近から青白磁

合子が、頭部のやや離れた位置から土師器皿が検出されている。その他、埋土からは土師器 1204 点

を含む 1288 点の遺物が出土している。

　人骨の残存状態は悪く、残っていたのは頭蓋、右側上腕骨、寛骨、左右の大腿骨と脛骨および腓骨

である。頭蓋壁は厚く、大腿骨頭は大きい。時期は 12 世紀頃に比定されている。

ST5272( 旧 ST-3) 検出状況ST5272(旧ST-3)実測図（周防国府跡発掘調査報告3より転載）

ST5273( 旧 ST-2) 検出状況ST5273(旧ST-2)実測図（周防国府跡発掘調査報告3より転載）

Ｂ　人骨の形質

ＳＴ５２７０（旧ＳＴ－５）人骨（男性・熟年）

１．頭蓋

　左側半分の頭蓋を取り上げることができたが、頭蓋内部に土が充塡しているので、かろうじて形状

を保っている状態である。外後頭隆起の様態は不明である。乳様突起はやや大きく、眉上弓はやや隆
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起している。

　縫合は冠状縫合の左側半分と矢状縫合の観察ができた。内板は観察できない。外板は、冠状縫合で

はほぼ癒合しており、矢状縫合ではまだ開離しているが、部分的に癒合が進行している。遺存状態が

悪いので、脳頭蓋の計測はできない。頭蓋が潰れているので、長さが長いようにみえるが、この点を

考慮しても頭蓋の径はそれほど小さいものではないようである。

　顔面の特徴も不明である。下顎骨の遺存状態は比較的良好である。下顎体の高径は低く、全体の径

はあまり大きいものではない。下顎枝の高径も低く、幅はやや狭い。下顎切痕は浅い。下顎角は大き

く、下顎枝は後ろへ傾斜している。

２．歯

　上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

　／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／　／ ／ ３ ／ ／ ／ ／ ／

　／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／　／ ／ ３ ４ ❺ ❻ ７ ❽　　〔● : 歯槽閉鎖　／：不明（破損）、番号は歯種〕    

　〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕

　下顎の第二大臼歯の咬耗度は Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱いが、その他

の歯の咬耗程度は不明である。

３．四肢骨

（1） 上肢骨

　上腕骨、橈骨、尺骨を取り上げることができた。

①上腕骨

　両側を取り上げることができたが、遺存状態が悪く、計測はほとんどできない。観察によれば、骨

体は細かったようである。

②橈骨

　左側骨体を取り上げることができた。骨体は細いが、骨間縁の発達は良好である。

③尺骨

　両側の骨体を取り上げることができた。骨体は細いが、骨間縁の発達は良好である。

（2） 下肢骨

　大腿骨、脛骨および腓骨を取り上げることができた。

①大腿骨

　両側を取り上げることができたが、保存状態はかなり悪く、骨体は潰れており、計測はできない。

骨体の径はあまり小さくはないようで、粗線は幅広く明瞭である。

②脛骨

　両側の骨体を取り上げることができたが、保存状態は著しく悪く、計測も観察もできないが、径は

それほど小さくはなかったようである。

③腓骨

　両側の骨体を取り上げることができたが、大きさなどの特徴は不明である。
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４．性別・年齢

　乳様突起がやや大きく、眉上弓がやや隆起していることから、性別を男性と推定した。観察できた

冠状縫合の左側部の外板はほぼ癒合しており、矢状縫合の外板はまだ開離しているが、部分的に癒合

が進行していることから、年齢は熟年と思われる。

ＳＴ５２７１（旧ＳＴ－１）人骨（女性・熟年）

　取り上げることができたのは頭蓋、左右の肩甲骨、右側の上腕骨、左右の寛骨、左側の膝蓋骨、両

側の大腿骨である。

１．頭蓋

　左側半分が残存していたが、頭蓋内に充塡している土によって形状が保たれている状態なので、土

と一緒に取り上げた。土を外すと原形を保てないので、取り上げた状態で観察などをおこなった。

　頭蓋の径は大きく、外後頭隆起部の発達も比較的良好である。乳様突起はあまり大きくない。眉上

弓の隆起はみられない。鼻根部は扁平であったようである。三主縫合の内板は観察できないが、外板

は矢状縫合と冠状縫合の左側部、ラムダ縫合の左側部の観察ができた。ラムダ縫合の外板は開離して

いるが、冠状縫合と矢状縫合の外板は大部分癒合、閉鎖している。

　下顎骨の遺存状態は比較的良好である。下顎骨の径も大きく、高径も高い。咬筋粗面の発達は良好

である。下顎切痕は浅く、下顎枝の幅は広い。

２．歯

　上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

　８ ７ ６ ５ ４ ／ ／ ／　／ ／ ／ ／ ５ ６ ７ ８

　８ ７ ６ ５ ４ ／ ／ ／　／ ／ ／ ４ ５ ６ ７ ８　　〔〇 : 歯槽開存　／：不明（破損）、番号は歯種〕    

　〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕

　咬耗度は Broca の２度（咬耗が部分的に象牙質まで及ぶ）である。

３．四肢骨

（1） 上肢骨

①上腕骨

　右側を取り上げることができた。上腕骨頭はやや大きく、骨体は扁平である。三角筋粗面の様態は

不明ある。また、滑車上孔が認められる。

（2） 下肢骨

　寛骨と大腿骨を取り上げることができた。

①寛骨

　左右とも坐骨と腸骨の観察ができた。寛骨の径はやや大きい。大坐骨切痕の角度は大きく、耳状面

前溝は深くて幅が広い。

②大腿骨

　保存状態が良好だった右側の近位部を取り上げることができた。骨頭はやや大きいが、骨体近位部

は大きくない。粗線の様態は不明である。なお、現場で左側大腿骨の最大長を計測することができた。
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その最大長は 385mm で、長さは短い。

４．推定身長値

　現場で左側大腿骨の最大長を計測することができた。最大長は 385mm で、この値から算出した

推定身長値は 147.73cm（Pearson 式）、147.55cm（藤井式）で、低身長である。

５．性別・年齢

　寛骨の大坐骨切痕の角度は大きく、耳状面前溝も深くて幅が広いことから、性別を女性と推定した。

年齢は、ラムダ縫合の外板は開離しているが、冠状縫合と矢状縫合の外板は大部分が癒合しているこ

とから、熟年と思われる。

ＳＴ５２７２（旧ＳＴ－３）人骨（男性・熟年）

　保存状態が悪く、取り上げることができたのは、頭蓋、右側肩甲骨、左右の上腕骨、左右の尺骨、

右側寛骨、左右の大腿骨と右側脛骨および左側腓骨である。

１．頭蓋

　左右の頭頂骨、後頭骨を取り上げることができた。骨壁は厚い。外後頭隆起の発達は良好で、頭蓋

の径は大きい。縫合の内板の観察はできないが、矢状縫合とラムダ縫合の外板の観察ができた。矢状

縫合の外板は癒合しており、ラムダ縫合の外板にも癒合が進行している。

　下顎骨の遺存状態も悪く、大きさを含めてその特徴は不明である。

２．四肢骨

（1） 上肢骨

①上腕骨

　左右の骨体などが残存していたが、遺存状態が悪く、その特徴は不明である。

②尺骨

　両側の骨体が残存していたが、その特徴は不明である。

（2） 下肢骨

　右側寛骨、両側の大腿骨、右側脛骨、左側腓骨を取り上げることができたが、脛骨と腓骨は骨体の

一部に過ぎない。

①寛骨

　右側の大坐骨切痕部が残存していた。その角度は鋭角で、狭い。

②大腿骨

　左右の骨体を取り上げることができたが、保存状態が悪く、大きさは不明である。粗線は明瞭でや

や隆起している。なお、現場で左側大腿骨の最大長を計測することができた。最大長は 430mm で、

大腿骨は長い。

３．推定身長値

　現場で左側大腿骨最大長を計測することができた。推定最大長は 430mm で、この値から算出し

た身長値は 162.15cm（Pearson 式）、161.06cm（藤井式）で、高身長である。
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４．性別・年齢

　外後頭隆起の発達が良好で、頭蓋の径も大きく、大坐骨切痕の角度も小さいので、性別を男性と推

定した。年齢は、矢状縫合の外板は癒合し、ラムダ縫合の外板にも部分的に癒合がみられることから、

熟年と思われる。

ＳＴ５２７３（旧ＳＴ－２）人骨（性別・年齢不明）

　保存状態が著しく悪く、取り上げることができたのは頭蓋の一部、歯、左右の大腿骨のみである。

１．頭蓋

　頭頂骨の一部を取り上げることができた。骨壁はかなり厚い。矢状縫合の一部が観察できた。内板

は癒合しているが、外板では縫合線が明瞭に観察できる。

２．歯

　歯が 2 本残存していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

　／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／　／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

　／ ／ ／ ／ ４ ３ ／ ／　／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／　　　〔／：不明（破損）、番号は歯種〕    

　〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕

　咬耗度は Broca の３度（咬耗が象牙質まで及ぶ）である。

３．大腿骨

　両側の骨体が残存していたが、遺存状態は著しく悪く、形質的特徴は不明である。

４．性別・年齢

　頭蓋壁が厚く、現場で観察した大腿骨頭の径が大きいことから、男性の可能性がある。また矢状縫

合の状態から年齢は熟年の可能性があるが、人骨の遺存状態があまりにも悪いので、一応性別、年齢

は不明としておきたい。

考　察
　保存状態が悪く、ほとんど計測ができなかったが、男性の推定身長を算出することができたので、

同じ古代に属する熊本市の二本木遺跡（さつま荘）と新屋敷遺跡出土の人骨との比較をおこなって

みた。表 4 に示すように、ST5272 は 162.15cm で、二本木（さつま荘）の 164.97cm と新屋敷の

165.34cm よりは低いが、160cm を超えており、高身長値である。古代の大部分の人々が高身長だっ

たとは思えないが、少なくとも手厚く丁寧に埋葬された人物は高身長だった可能性がある。

要　約
　山口県防府市国衙５丁目に所在する国府跡の 1992 年と 1993 年に実施された発掘調査で 4 体の人

骨が出土した。人骨は比較的よく残っているようにみえるが、その保存状態は悪く、ほとんど取り上

げることができなかった。現場でできる限り詳細に観察し、取り上げることのができた人骨について

は人類学的観察をおこない、以下の結果を得た。

 1．4 基の墓のうち、埋葬遺構は木棺墓が 1 基（ST5270）で、残りの 3 基（ST5271、ST5272、　　
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　ST5273）は土坑墓と推測されている。

 2．埋葬姿勢は 4 体とも仰臥で、頭位は南頭位が 1 体（ST5270・男）で、残りの 3 体は北頭位であっ

　た。肘関節の様態については、両側の肘関節を伸展していたものが 2 例で、1 例は右側が伸展、　

　左側が強屈、1 例は上肢骨が遺存しておらず不明であった。また、膝関節の様態については、膝関　

　節を伸展していたものが 2 例、屈曲していたものが 2 例であった。

 3．出土した 4 体はすべて成人骨で、男性骨は 2 体、女性骨は 1 体、残りの 1 体は性別不明（男性

　の可能性がある成人）である。

 4．4 体の人骨は副葬品の考古学的所見より、平安時代に属する人骨であるが、ST5270（木棺墓、男）　

　は 11 世紀前半に、ST5271（女）は 12 世紀後半に、ST5272（男）は 11 世紀頃に、ST5273（性

　別不明）は 12 世紀代に属する人骨と推測されている。

 5．頭蓋の保存状態は著しく悪く、計測も観察もできなかったので、頭型や顔面の特徴は不明である。

 6．四肢骨の遺存状態も悪く、四肢骨の計測はできなかったが、現場で大腿骨最大長を計測すること　

　が可能な個体が 2 体（男 1、女 1）存在する。男性（ST5272）は 162.15cm（Pearson 式）で高

　身長であった。女性（ST5271）は 147.73cm（Pearson 式）で、低身長である。

 7．周防国府跡から、1981 年および 1992 年と 1993 年に出土した合計 8 体の人骨を観察した限り

　では、女性の四肢骨は細く、小柄で、男性は高身長の傾向が窺えた。熊本市の二本木遺跡（さつま

　荘）と新屋敷遺跡から出土した男性も高身長であったことから、多種の副葬品を持ち厚葬された男

　性被葬者は体格がよかった可能性が強い。
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図２-1　人骨の残存図 ( アミかけ部分 )

(Fig.2 -1 Regions of preservasion of the skeletons. Shaded areas are preserved.)

ST5270( 旧 ST-5)　（男性・熟年） ST5271( 旧 ST-1)　（女性・熟年）
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ST5272( 旧 ST-3)　（男性・熟年） ST5273( 旧 ST-2)　（性別・年齢不明）

図２-2　人骨の残存図 ( アミかけ部分 )

(Fig.2 -2 Regions of preservasion of the skeletons. Shaded areas are preserved.)
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周防国府跡  ST5270( 男性・熟年 )

( The skeleton ST5270 from the Suokokufu site, mature male )

下肢骨 (Bones of the lower limb)上肢骨 (Bones of the upper limb)

頭蓋 (The skull)
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周防国府跡  ST5271( 女性・熟年 )

( The skeleton ST5271 from the Suokokufu site, mature female )

頭蓋 (The skull)

大腿骨 (The Femur)

寛骨 (The coxae)
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周防国府跡  ST5272( 男性・熟年 )

( The skeleton ST5272 from the Suokokufu site, mature male )

下肢骨 (Bones of the lower limb)上肢骨 (Bones of the upper limb)

頭蓋 (The skull)
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周防国府跡  ST5273( 性別・年齢不明 )

( The skeleton ST5273 from the Suokokufu site, sex and age are unknown )

大腿骨 (The Femur)


